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第４回定例会

台風10号によるペケレベツ川の氾濫により、橋は残ったがその前
の道路が大きく陥没した新錦橋。左奥にはマルマス十勝清水工場
がある（９月２日、全員協議会における被害状況視察の際に撮影）

　

第
４
回
定
例
会
は
、
台
風
に
よ
る
災
害
対
応
を
考
慮
し
、
当
初
の
予
定
か
ら
２

週
間
延
期
し
て
９
月
27
日
に
開
会
、
10
月
６
日
ま
で
の
10
日
間
を
会
期
と
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
行
政
報
告
２
件
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、

平
成
27
年
度
一
般
会
計
を
含
む
７
会
計
の
決
算
認
定
、
工
事
請
負
契
約
（
御
影
地

区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
電
気
設
備
工
事
）
等
の
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

連
続
４
台
風
に
よ
る

災
害
関
連
の
補
正
予
算
を
可
決

◇第一保育所内部改修工事
◇ 公園施設管理用芝刈機更新
◇アイスアリーナ壁補修工事

一般会計
（７・８回目の補正）

379万円の増額
298万円の増額
316万円の増額

8億 8,034万円 増

総額91億8,006万円

一般会計の主な補正（歳出）

【以下、災害関連の主な補正予算】

◇中小企業近代化資金利子補給等補助金
◇災害廃棄物収集委託料
◇家屋洗浄・消毒等作業委託料
◇捜索用重機借上料
◇給水車両等借上料
◇入浴施設利用料（くったり温泉レイクイン）
◇災害見舞金・被災者再建義援金
◇道路・橋梁・河川災害復旧費
◇農地・農業用施設災害復旧費
◇農業用水給水対策費
◇町営育成牧場災害復旧費
◇ 保健福祉センターカーペット床張替工事
◇図書館カーペット床張替工事

552万円の増額
122万円の増額

1,040万円の増額
486万円の増額
420万円の増額
127万円の増額

4,800万円の増額
1億6,520万円の増額

7,350万円の増額
1億2,060万円の増額

340万円の増額
762万円の増額
434万円の増額

平成28年度　補正予算

月
の
連
続
し
た
台
風

の
影
響
に
よ
り
、
本

町
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

行
政
報
告
で
は
町
長
か
ら

被
害
状
況
の
ほ
か
、「
激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
た
の
で
、

国
や
道
と
連
携
を
深
め
、
早

期
復
旧
を
目
指
し
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
対
す
る
災
害
見

舞
金
の
交
付
や
税
等
の
減
免

措
置
を
検
討
す
る
」
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

緊
急
的
な
復
旧
費
用
や
暫
定

８

的
な
経
費
に
つ
い
て
、
補
正

予
算
の
専
決
処
分
（
一
般
会

計
合
計
３
億
６
１
４
万
円
の

増
額
）
の
報
告
が
さ
れ
、
議

会
は
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
災

害
対
策
に
係
る
条
例
の
一
部

改
正
と
補
正
予
算
が
追
加
提

案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
平

成
28
年
８
月
の
連
続
４
台
風

に
よ
る
災
害
対
策
に
関
す
る

意
見
書
」
を
可
決
し
、
関
係

行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。
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第４回定例会 審議結果/行政報告

条例の一部改正
● 町税条例の一部改正　 

・ 日本国内居住者が外国に所在する法人等を
通じて、国内において支払いを受ける利子
等及び配当等に係る課税の特例を導入
・ 台風10号災害による町税減免措置に対応す
るため、減免の対象に「災害により著しい
被害を受けた者又はその他特別の事由があ
るもの」を追加

●国民健康保険税条例の一部改正

・ 町民税で分離課税される特例適用の利子等
及び配当等について、所得割額の算定及び
軽減判定に用いる総所得金額に含める
　
●中小企業近代化資金融資条例の一部改正

・ 運転資金について、町が融資利息を助成す
る期間を1年間延長
・ 台風10号により断水、停電、道路・橋梁等
の損壊、河川の氾濫等により被災し、損害
を受けた商工業者等に対する運転資金及び
設備資金の融資について、保証料及び利息
の全額を補給

　９月１日現在の主な作物の生育状況等について、小麦全体
では平均6.9俵と昨年の11.9俵を大きく下回った。てん菜につ
いては、６月から７月にかけての低温・多雨により「やや不良」、
馬鈴薯については「並」、豆類については「やや不良」となっ
ている。飼料作物については、牧草が「並」、サイレージ用と
うもろこしが「やや不良」の状況である。

台風による被害状況とその対応について
　８月17日から23日にかけて立て続けに台風７号、11号、９
号が北海道に上陸し、８月30日から31日にかけて接近した台
風10号では、土石流の発生や河川の氾濫により橋梁が崩落。
町内では２人の方が行方不明となり、家屋の倒壊や流失、農
地の浸水被害など過去に例を見ない災害が発生した。
　避難所には最大261人の方が避難。家屋の全壊が12件、半
壊７件、床上浸水12件、床下浸水45件を現段階で確認。道路
関係は、橋梁24橋、道路79箇所、河川は７河川において被害
が発生。農業関係は、3,279ヘクタールで冠水、倒伏、なびき
等の作物被害があり、農地では114戸329ほ場436箇所で、面
積にすると202.82ヘクタールが土砂堆積、農地流亡の被害を
受けた。また、明渠では36路線349箇所で護岸流失、法面侵食。
水道関係は、取水口などの施設が被災したため、8月31日か
ら清水市街地、下佐幌、人舞地区で2,962戸が断水となったが、
9月15日の夕方までに全ての世帯で復旧。農業用水については、
約210戸で断水となりＪＡ等のタンクローリーにより給水活
動を続けている（９月27日現在）。断水地域については、９
月検針分の料金を減免することに決定した。
　なお、町内公共施設などの被害金額（復旧費）は、現段階
での概算で165億円に上り、内訳としては、橋梁13億２千万円、
道路12億５千万円、河川19億３千万円、明渠排水路19億４
千万円、農地32億２千万円、町営育成牧場９億５千万円、農
業用水施設及び管路53億６千万円、上水道３億６千万円、そ
の他公共施設が１億７千万円である。
　国による激甚災害指定が決定されたので、国や道と連携を
深め、応急工事を含む早期復旧を目指す。

農作物の生育状況等について

行 政 報 告▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計

を
含
む
7
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
、
10
月
3
日
の
本
会
議

で
審
議
を
行
い
、
採
決
の
結

果
、
全
会
計
を
認
定
と
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
消
防
の
広
域
化

に
よ
り
西
十
勝
消
防
組
合
が

解
散
し
、
消
防
団
に
関
す
る

事
務
が
町
に
引
き
継
が
れ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
部
分
の
決

算
に
つ
い
て
も
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
で
は
、

歳
入
歳
出
の
差
引
残
額
が
2

億
５
３
７
万
41
円
と
な
っ
て

平
成
27
年
度
決
算
を
認
定
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
は

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
決
算

余
剰
金
と
し
て
1
億
円
を
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、

残
り
を
平
成
28
年
度
に
繰
り

越
し
て
い
ま
す
。

議員に事前配付された決算書、監査委員に
よる決算審査意見書、主要政策成果表につ
いて、副町長から総括的な説明を受けた

白田道代　さん

人　事

人権擁護委員候補者
推薦は適任

意見書の提出
　次の意見書は、第４回定例会において審
議の結果、可決され、議会はこれを関係行
政庁に提出しました。

◆ 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策
の充実・強化を求める意見書　

　※賛成11、反対1で可決（反対１ 高橋議員 )
　※ 加来議員は議長のため採決に加わっていません。

◆ 平成28年８月の連続４台風による災害対
策に関する意見書

　人権擁護委員候補者とし
て白田道代さん（東清水）
を推薦することについて町
長から意見を求められ、第
４回定例会において議会は
「適任」としました。
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第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
理
事
者
に
対
し
、

12
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
と
答
弁
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
。

町
政
を
問
う
！

台
風
10
号
災
害
の

今
後
の
対
策

原　紀夫議員

高
薄
町
長

農
業
用
水
供
給

対
策

原
　
紀
夫

　
議
員

　

高
薄
町
長

　来
年
度
予
算
編
成

原
　
紀
夫

　
議
員

台風による記録的な大雨の影響
で冠水した畑

高
薄
町
長

一
般
質
問
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災
害
対
策
本
部

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

「
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」と

「
協
働
」

木
村
好
孝
　
議
員

伊
藤
教
育
長

高
薄
町
長

高
薄
町
長

北
村
光
明

　
議
員

　

就
学
援
助
制
度
の

改
善
・
充
実
か
ら

子
ど
も
の
貧
困
の

見
え
る
化
を

高
薄
町
長

伊
藤
教
育
長

木村好孝議員

北村光明議員

5 清水町議会だより
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台
風
10
号
に
お
け

る
対
応

第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

北
村
光
明

　
議
員

高
薄
町
長

北
村
光
明

　
議
員

高
薄
町
長

高
薄
町
長

防
災
情
報
の

周
知
と
共
有

上
水
道
の

断
水
時
の
対
応

北
村
光
明

　
議
員

高
薄
町
長

激
甚
災
害
指
定
と

今
後
の
見
通
し

佐藤幸一議員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入

佐
藤
幸
一

　
議
員

伊
藤
教
育
長



6清水町議会だより
平成28年11月　147号

産
業
厚
生
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

委員会
レポート

　委員会活動として閉会中に行った所管事務
調査の内容を、各委員会は第４回定例会にお
いて報告しました。
※ 内容は要約されています。報告書はホー
ムページでご覧になれます。

農
業
施
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

農
業
施
策
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
、
本
町
の
取

り
組
み
と
、
道
内
先
進
地

の
視
察
調
査
を
実
施
し
た
。

◆
本
町
の
農
業
施
策
の
現

状
と
課
題(

十
勝
清
水
町

農
業
協
同
組
合)

　

農
産
物
加
工
施
設
と
家

畜
排
泄
物
堆
肥
化
施
設
を

現
地
視
察
し
た
後
、
常
勤

役
員
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

本
町
は
酪
農
家
か
ら
出

た
糞
尿
を
農
地
に
循
環
さ

せ
る
循
環
型
農
業
が
可
能

で
、
良
質
な
完
熟
堆
肥
を

作
る
取
り
組
み
か
ら
、
し

み
ず
有
機( 

堆
肥
ペ
レ
ッ

ト) 

を
使
っ
た
野
菜
の
地

域
ブ
ラ
ン
ド

が
生
ま
れ
た
。「
認

知
度
は
低
い
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
と
し
て
輸
入
品
と
の

更
な
る
差
別
化
を
図
り
、

安
心
安
全
な
も
の
を
消
費

者
に
届
け
た
い
」「
し
み

ず
有
機
の
利
用
拡
大
を
図

る
こ
と
に
努
力
し
た
い
」

と
の
話
が
あ
っ
た
。

◆
新
規
就
農
支
援
等
の
取

り
組
み(

標
茶
町)

　

標
茶
町
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
「
し
べ
ち
ゃ
農
楽
校
」

と
（
株
）
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｓ
し
べ

ち
ゃ
の
視
察
調
査
を
行
っ

た
。

　

町
は
旧
小
学
校
を
改
修

し
て
、
新
規
参
入
者
や
農

業
後
継
者
の
養
成
拠
点
と

な
る
標
茶
町
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
「
し
べ
ち
ゃ
農
楽

校
」
を
開
設
し
て
お
り
、

農
業
生
産
法
人
の
Ｔ
Ａ
Ｃ

Ｓ
し
べ
ち
ゃ
が
指
定
管
理

者
と
な
っ
て
施
設
を
管
理
・

運
営
し
て
い
る
。

　

就
農
支
援
の
取
り
組
み

で
は
経
営
継
承
型
就
農
へ

の
助
成
と
し
て
、
経
営
継

承
資
産
額
の
8
分
の
1
以

内
を
年
３
０
０
万
円
を
上

限
に
5
年
間
助
成
す
る
な

ど
の
制
度
が
あ
る
。（
資

格
要
件
あ
り
）

◆
家
畜
糞
尿
対
策
の
取
り

組
み(

別
海
町)

　

別
海
町
は
農
家
戸
数
は

平
成
27
年
度
が
７
６
８
戸

で
、
こ
の
う
ち
約
90
％
が

生
乳
生
産
農
家
で
あ
り
、

乳
用
牛
は
全
国
第
１
位
の

飼
養
頭
数
で
あ
る
。

　

家
畜
糞
尿
の
河
川
流
出

な
ど
で
、
漁
業
者
か
ら
「
水

質
汚
染
や
サ
ケ
稚
魚
へ
の

影
響
を
及
ぼ
す
」
と
の
声

が
上
が
り
、
畜
産
環
境
に

総
務
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

本
町
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
と
、
こ
の

制
度
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
今
後
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
か
調
査
を
行
っ
た
。

①
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）

　

新
た
に
創
設
さ
れ
た
こ

の
制
度
は
、
自
治
体
が
事

業
を
企
画
立
案
し
た
上
で
、

企
業
に
寄
附
の
打
診
を
し
、

そ
の
計
画
の
認
定
を
内
閣

府
に
求
め
、
認
定
さ
れ
て

は
じ
め
て
事
業
の
実
施
と

事
業
費
が
確
定
し
、
寄
附

の
払
込
み
が
で
き
る
と
い

っ
た
「
自
治
体
提
案
型
」

の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

現
実
的
に
は
提
携
し
て
も

ら
え
る
企
業
が
あ
る
こ
と

が
前
提
で
あ
り
、
無
い
限

り
は
こ
の
制
度
の
活
用
に

難
し
さ
を
感
じ
る
。

　

多
く
の
自
治
体
が
尻
込

み
す
る
と
思
わ
れ
る
制
度

で
は
あ
る
が
、
今
後
の
地

方
活
性
化
の
一
つ
の
方
向

性
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
、

こ
の
制
度
に
取
り
組
む
姿

勢
は
必
要
と
考
え
る
。

②
現
状
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
取
り
組
み

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
考
え

方
に
は
様
々
な
議
論
が
あ

る
が
、
基
本
に
立
ち
戻
り
、

応
援
し
た
い
、
貢
献
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
は
、

町
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
。

　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
取
り
組
み
は
、
経
済
・

産
業
・
教
育
・
観
光
・
移

住
等
の
施
策
と
の
関
連
性

が
感
じ
取
れ
な
い
。
ど
の

分
野
も
共
通
意
識
を
持
っ

た
取
り
組
み
で
は
な
く
、

単
発
的
な
取
り
組
み
の
一

つ
に
見
え
て
し
ま
う
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
ま
ち

づ
く
り
の
手
段
の
一
つ
で

あ
っ
て
、
そ
の
先
を
考
え

て
運
営
し
な
け
れ
ば
、
単

な
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
サ
イ
ト
と
化
し
て
し

ま
う
危
険
性
を
持
つ
。

　

寄
附
額
の
約
6
割
が
返

礼
品
と
そ
の
送
付
経
費
で

あ
り
、
残
り
の
約
4
割
が

町
の
財
源
と
し
て
残
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
町
に
還

流
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
政
策
的
な
運
用
を
担

当
課
に
限
ら
ず
全
庁
横
断

的
に
検
討
の
上
、
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を

強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

廃校となった小学校を改修して開
設された「しべちゃ農学校」

寄附者に送られている寄附報告書
には、本町の話題や美しい風景写
真も掲載されている
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て
は
、
面
積
に
妥
当
な
飼

養
頭
数
な
ど
、
時
代
と
と

も
に
変
化
す
る
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
が
検
討
課
題
と

な
る
。

　

本
町
の
家
畜
糞
尿
対
策

の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、

条
例
を
制
定
す
る
必
要
は

な
い
と
思
う
が
、
巡
回
を

強
化
す
る
必
要
は
あ
る
と

感
じ
た
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
は
、
循
環
型
農
業

が
可
能
な
本
町
に
お
い
て

必
要
な
も
の
で
あ
り
、
本

町
の
特
性
に
合
っ
た
も
の

を
1
日
で
も
早
く
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

臭
気
対
策
に
つ
い
て
は

価
格
の
面
で
大
き
な
出
費

な
の
で
、
同
じ
課
題
を
抱

え
て
い
る
町
村
と
も
連
携

し
、
国
等
に
強
力
に
働
き

か
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。

　

農
業
を
生
か
し
た
地
域

振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
情
報
収
集
を
的
確
に

行
う
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
視
察
調
査
地
で

は
、
民
間
が
参
画
し
て
、

資
本
、
技
術
的
能
力
、
経

営
能
力
を
提
供
し
、
効
率

化
や
地
域
の
発
展
・
向
上

関
す
る
条
例
を
制
定
し
て

い
る
。
条
例
は
平
成
26 

年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
者
の

規
制
に
係
る
部
分
に
つ
い

て
は
3
年
間
の
猶
予
期
間

を
設
け
、
そ
の
間
に
施
設

整
備
の
支
援
や
家
畜
糞
尿

処
理
の
研
究
提
案
、
意
識

啓
発
事
業
な
ど
必
要
な
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

法
律
に
抵
触
し
な
い
内

容
の
規
制
基
準
違
反
は
、

最
終
的
に
氏
名
等
の
公
表

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

◆
新
規
就
農
者
受
入
の
取

り
組
み(

浜
中
町)

　

浜
中
町
農
協
の
視
察
調

査
を
行
っ
た
後
、(

有)

浜
中
町
就
農
者
研
修
牧
場

の
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　

研
修
牧
場
で
は
研
修
生

を
夫
婦
で
受
け
入
れ
て
お

り
、
経
験
は
問
わ
な
い
。

3
年
か
ら
5
年
程
度
か
け

て
必
要
な
基
礎
力
、
応
用

力
を
養
い
、
そ
の
後
分
場

で
研
修
を
行
う
。
分
場
管

理
者
と
し
て
の
経
験
は
独

立
後
も
生
か
さ
れ
る
。
全

国
初
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
牧

場
で
、
こ
れ
ま
で
に
41
組

を
就
農
さ
せ
て
い
る
。

　

農
協
、
建
設
業
な
ど
10

社
が
出
資
し
て
設
立
さ
れ

た
（
株
）
酪
農
王
国
は
、

生
乳
の
生
産
販
売
だ
け
で

は
な
く
、
建
設
業
な
ど
異

業
種
の
企
業
に
酪
農
経
営

の
手
法
を
伝
え
、
離
農
跡

地
に
新
規
就
農
を
し
て
も

ら
う
「
の
れ
ん
分
け
」
を

行
う
こ
と
で
、
法
人
経
営

の
農
場
設
立
を
促
進
し
て

い
る
。

◆
家
畜
糞
尿
の
臭
気
対
策

の
取
り
組
み(

白
糠
町)

　

家
畜
糞
尿
の
臭
気
問
題

を
紡
績
大
手
の
シ
キ
ボ
ウ

(

株
）
に
相
談
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
研
究
開
発

が
始
ま
り
、
4
年
が
か
り

で
製
品
の
発
売
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
食
品
用
香
料
が
主

体
の
透
明
な
液
体
（
商
品

名
デ
オ
マ
ジ
ッ
ク
）
で
あ

り
、
水
で
薄
め
て
空
気
中

の
臭
気
に
噴
霧
器
で
か
け

る
と
、
ナ
ッ
ツ
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
の
よ
う
な
香
り
に
な

る
。
価
格
は
16 

キ
ロ
入

り
で
６
万
８
千
円
ほ
ど
。

1
反
当
た
り
6
千
円
の
計

算
に
な
り
、
臭
気
対
策
と

し
て
は
、
コ
ス
ト
面
で
課

題
が
多
い
。

◆
総
括

　

標
茶
町
、
別
海
町
、
浜

中
町
、
白
糠
町
に
共
通
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
町
の

課
題
や
問
題
を
い
ち
早
く

認
識
し
、
行
政
・
農
協
・

民
間
が
連
携
し
て
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

新
規
就
農
者
受
入
の
取

り
組
み
と
し
て
、
本
町
の

研
修
施
設
は
も
う
少
し
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
経
営
継
承
に
よ
る
就

農
が
最
も
負
担
が
少
な
く

安
心
で
き
る
方
法
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

町
営
育
成
牧
場
に
お
い

委員会
レポート

を
目
指
し
て
お
り
、
本
町

に
お
い
て
も
公
民
が
連
携

し
た
手
法
を
活
用
し
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
て
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

※
こ
の
ほ
か
、
標
茶
町
育

成
牧
場
、
別
海
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
株
式
会
社
、
白
糠

町
の
株
式
会
社
大
前
産
業

（
農
業
生
産
法
人
）、
本
町

農
林
課
の
調
査
も
行
っ
て

い
ま
す
。

閉会中の委員会活動
総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会（1） 幼稚園・保育所の現状と課題について
（2）その他所管に関する事項について

議会運営委員会 （1）議会の運営とその諸規定について
（2）議長の諮問に関する事項について

（1）防災マップの取り組みについて
（2）その他所管に関する事項について

新規就農者を養成するトレーニング
施設「㈲浜中町就農者研修牧場」　

白糠町の支援でベビーリーフの栽
培に取り組んだ「㈱大前産業」
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目
指
す
人
の
た
め
に
報
酬
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
ほ
し
い
。

勝
町
村
議
会
議
長
会

で
も
本
年
度
か
ら
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

議
会
と
し
て
は
、
６
月
に
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
報
酬

等
も
協
議
し
て
い
く
。

な
く
個
性
が
出
て
い
な
い
。

町
長
か
ら
何
を
引
き
出
し
た

い
の
か
見
え
て
こ
な
い
。

年
の
議
会
議
員
選
挙
後
、

一
般
質
問
者
は
増
え

て
い
る
。
一
般
質
問
は
執
行

側
に
疑
問
点
を
た
だ
し
、
所

信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
、

言
い
争
う
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
議
員
活
動
を
す
る

中
で
行
っ
て
い
る
。

会
報
告
会
は
あ
る
程

度
テ
ー
マ
を
絞
っ
た

方
が
質
問
し
や
す
く
関
心
も

し
い
議
員
、
若
手
も

増
え
て
期
待
し
て
い
る
。

議
員
の
問
題
と
し
て
報
酬
の

関
係
が
あ
る
が
、
若
い
人
に

頑
張
っ
て
も
ら
う
、
あ
る
い

は
女
性
も
含
め
て
、
議
員
を

高
ま
る
の
で
検
討
し
て
ほ
し

い
。

年
、
テ
ー
マ
を
持
っ

て
意
見
交
換
す
る
こ

と
も
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
、

議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
を

行
っ
た
。
今
後
も
テ
ー
マ
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
協
議
し

て
い
く
。

般
質
問
が
偏
っ
て
い

な
い
か
。
質
問
が
少

議
会
報
告
会
と
町
民
と
の
意
見
交
換
会

会
報
告
会
は
な
ぜ
２

つ
に
分
担
し
て
や
る

の
か
。
13
人
全
員
に
意
見
を

聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

間
的
に
制
約
が
あ
る
中
、

出
席
議
員
全
員
が
考

え
を
述
べ
や
す
い
よ
う
に
、

一
会
場
に
出
席
す
る
議
員
を

少
な
く
す
る
手
法
と
し
て
２

班
体
制
に
し
た
。

議時

昨

昨

議
会
に
対
す
る

質
疑
等
と
回
答
・
検
討
結
果

羽
帯
小
学
校
の
校
舎

を
使
い
た
い
と
い
う

方
が
い
た
。
町
の
施
設
は
い

き
な
り
解
体
す
る
の
で
は
な

く
、
借
り
た
い
人
が
い
る
の

か
ど
う
か
、
公
示
期
間
を
設

け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。共

施
設
の
解
体
等
に

つ
い
て
は
、
地
域
を

含
め
た
町
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
し
、
再
利
用
の
可
能

性
を
含
め
、
透
明
度
を
高
め

た
処
理
に
努
め
る
よ
う
執
行

側
へ
伝
え
る
。

公

一

旧

　

議
会
報
告
会
と
町
民
と
の
意
見
交
換
会
を
５
月
23
日
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
と
５
月
24
日
（
御
影
公
民
館
）
に
開

催
し
、
延
べ
17
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
質
疑
や
意
見
・
提
言
等
に
つ
い
て
、
議
会
の
回
答
や
検
討
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
そ
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。
※
報
告
書
は
清
水
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議

昨年、設置要望のあったＪＲ十勝清水駅プラ
ットホームのベンチは、建設業協会の寄贈に
より設置されました

十

新

水
町
ま
ち
づ
く
り
計

画
（
総
合
計
画
）
も

後
半
に
入
り
、
何
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
し
て
遂
行
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
議
会
と
し
て

の
取
り
組
み
状
況
は
。

清

行
側
が
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
の
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
議
会
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
何
を
優
先
さ
せ
る

の
か
は
委
員
会
の
中
で
協
議

し
、
所
管
事
務
調
査
な
ど
を

通
し
て
提
言
し
て
い
く
。

執

報告

町
政
に
対
す
る

質
疑
等
と
回
答
・
検
討
結
果

見
書
・
請
願
に
つ
い
て
、

今
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の

大
き
な
問
題
が
多
い
が
、
清

水
町
の
考
え
、
議
会
の
考
え

を
も
っ
と
出
し
て
ほ
し
い
。

見
書
は
町
内
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

内
容
を
十
分
精
査
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

意意
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組
ん
で
、
歩
道
な
ど
も
き
れ

い
に
し
て
は
ど
う
か
。

算
に
不
足
が
生
じ
れ

ば
補
正
予
算
で
対
応

し
て
い
る
。
歩
道
の
除
雪
は

町
直
営
で
小
型
除
雪
車
１
台

を
使
用
し
て
緊
急
時
等
に
対

応
し
て
お
り
、
住
民
生
活
に

支
障
の
な
い
よ
う
最
大
限
努

力
し
て
い
る
。

雪
場
が
中
学
校
の
裏

に
変
わ
っ
た
。
大
型

車
が
入
る
と
、
わ
だ
ち
に
な

っ
て
一
般
車
両
が
入
り
づ
ら

い
。
毎
年
、
砂
利
入
れ
が
な

け
れ
ば
下
り
ら
れ
な
い
。

雪
場
の
通
路
は
絶
え

ず
状
況
を
確
認
し
、

砂
利
を
敷
く
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
そ
の

都
度
対
応
し
て
い
く
。

和
団
地
の
建
替
工
事

対
象
外
の
住
宅
の
屋

根
が
、
40
年
以
上
経
っ
て
も

塗
料
の
塗
り
替
え
が
な
い
。

ま
た
、
現
在
の
団
地
に
入
っ

て
い
る
人
は
、
新
し
い
と
こ

ろ
に
入
れ
な
い
の
か
。

和
団
地
の
建
替
対
象

外
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、

業
問
題
の
ク
ラ
ス
タ

ー
は
、
清
水
町
と
し

て
ど
こ
ま
で
や
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

　

芽
室
町
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ

た
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
を
や
っ

て
い
る
。
農
業
人
口
が
減
っ

て
い
く
中
、
も
っ
と
取
り
組

ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な

い
か
。産

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

は
本
町
で
も
協
議
会

を
組
織
し
て
対
応
し
て
い
る

が
、
生
産
者
の
要
望
に
添
う

よ
う
に
協
議
会
で
精
査
し
て

進
め
て
ほ
し
い
旨
、
執
行
側

へ
伝
え
る
。

書
館
は
立
派
な
施
設

で
あ
り
、
利
用
者
を

増
や
す
よ
う
に
努
力
し
て
ほ

し
い
。
提
案
と
し
て
、
福
祉

館
等
に
日
割
り
で
行
き
、
本

を
身
近
に
し
て
利
用
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

町
の
図
書
館
は
十
勝

管
内
で
も
上
位
の
蔵

書
数
で
あ
り
、
図
書
館
利
用

の
一
層
の
拡
大
を
目
指
し
て

取
り
組
む
よ
う
執
行
側
へ
伝

え
る
。

本
雪
費
は
毎
年
５
５
０

０
万
円
の
予
算
を
組
み
、

補
正
予
算
で
追
加
し
て
１
億

円
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

最
初
か
ら
1
億
円
の
予
算
を

予
屋
解
体
撤
去
助
成
金

の
利
用
件
数
は
分
か

る
か
。
町
の
担
当
係
で
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
業
者
が
申
請

書
を
作
っ
て
く
れ
る
と
指
導

さ
れ
、
見
積
書
を
も
ら
い
申

請
し
た
が
、
役
場
か
ら
業
者

に
補
助
金
は
出
な
い
と
連
絡

が
あ
っ
た
。
借
家
は
助
成
対

象
で
は
な
い
な
ら
、
な
ぜ
最

初
の
段
階
で
説
明
し
て
く
れ

な
い
の
か
。

成
金
は
平
成
27
年
度

８
件
交
付
さ
れ
て
い
る
。

担
当
課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

最
初
の
相
談
の
際
に
借
家
と

気
付
か
ず
、
説
明
不
足
が
あ

っ
た
こ
と
を
本
人
へ
謝
罪
し

た
と
の
こ
と
で
、
広
報
紙
な

ど
で
借
家
は
対
象
外
で
あ
る

助

清
見
公
園
（
ペ
ケ
レ

の
森
）
に
木
道
が
敷

設
さ
れ
て
い
る
が
、
崩
落
し

そ
う
で
け
が
を
す
る
状
況
。

本
年
、
立
入
禁
止
の
看
板
が

立
て
ら
れ
た
が
、
北
海
道
の

管
轄
で
、
単
独
で
は
対
処
で

き
な
い
と
放
置
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
、
北
海
道
に
は
何
回
交

渉
し
た
の
か
。

ケ
レ
の
森
の
木
道
は

北
海
道
の
所
有
で
あ
り
、

昨
年
は
１
回
協
議
を
行
っ
た

が
、
財
政
状
況
等
に
よ
り
撤

去
は
難
し
い
と
の
回
答
で
あ

っ
た
。

ぺ
会
だ
よ
り
に
旧
羽
帯

小
学
校
解
体
の
見
出

し
が
あ
り
、「
老
朽
化
が
進

み
修
繕
に
費
用
が
か
か
る
、

放
置
し
て
は
建
物
が
強
風
で

飛
散
し
て
危
険
」
と
あ
っ
た
。

こ
れ
と
ペ
ケ
レ
の
森
と
ど
う

違
う
の
か
。

険
性
は
担
当
課
で
現

地
を
確
認
す
る
が
、

ペ
ケ
レ
の
森
は
清
水
公
園
と

危

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
は
、
町
民
に
と

っ
て
成
果
が
見
え
な
い
。
２

年
間
で
約
８
０
０
万
円
を
支

出
し
て
、
成
果
が
あ
っ
た
の

か
。

　

他
施
設
の
借
受
申
請
の
際
、

計
画
書
は
10
年
の
も
の
を
提

出
と
言
わ
れ
た
。
一
方
、
２

年
で
簡
単
に
助
成
事
業
を
や

め
る
こ
と
を
議
会
が
通
し
て

い
い
の
か
。

幹
と
な
る
サ
ッ
カ
ー

場
用
地
の
目
途
が
立

た
な
か
っ
た
が
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
、

講
演
会
等
の
事
業
を
実
施
し

て
交
流
人
口
の
拡
大
に
寄
与

し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
ま

排

議会報告会と町民との意見交換会　報告

図除

廃

旧議

ス

排

こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

合
わ
せ
て
、
観
光
振
興
面
で

計
画
を
検
討
し
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
推

移
を
見
守
り
た
い
。

根

畜 農清 清

屋
根
と
壁
の
塗
装
工
事
を
本

年
度
４
棟
、
来
年
度
６
棟
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。
新
し

い
住
宅
へ
の
転
居
は
、
家
族

構
成
や
身
体
障
害
な
ど
、
転

居
が
必
要
な
事
由
が
あ
れ
ば

可
能
で
あ
る
。

た
、
補
助
金
交
付
は
当
初
か

ら
２
・
３
年
と
の
説
明
で
あ

っ
た
。



８
月

22日
　総務文教常任委員会
26日
　十勝町村議会議長研修会（新得町）

９
月

2日・5日・16日・29日
　全員協議会
13日・20日・27日
　議会運営委員会
27日・29日
　第４回町議会定例会
27日
　産業厚生常任委員会
29日
　総務文教常任委員会

10
月

3日・6日
　第４回町議会定例会
3日
　産業厚生常任委員会
3日
　全員協議会
3日・31日
　議会活性化特別委員会
25日
　議会運営委員会
31日
　十勝町村議会議員研修会（幕別町）

11
月

1日
　仙台市議会議員５名 視察来町
4日
　議会運営委員会
10日
　第5回町議会臨時会
　全員協議会
　議会活性化特別委員会

議会のうごき

議会を傍聴して
みませんか

開�会
12月13日
（火曜日）

　12月定例議会
は12月13日に開
会を予定していま
す。傍聴は町議会
での審議の状況を
直接ご覧になるこ
とができる身近な

方法です。傍聴の手続きは、受付簿に住
所・氏名を記入するだけですので、気軽
においでください。

清水町議会ホームページ　http://www.town.shimizu.hokkaido.jp/gikai
清水町議会 e-mail　gikai@town.shimizu.hokkaido.jp

　近年の日本では激甚な自然災害がしばしば発生している。
　連続4台風による激甚災害。
　「まさか清水町がこんなことになるなんて」
　自然のもつ場所の記憶がもたらした水害。
　はじめての長期にわたる断水、停電、道路閉鎖。
　これらの経験からしっかりとしたアーカイブを構築し、復旧か
ら復興への階段を上らなければならない。
　復興は一握りの人たちだけでできるものではない。
　できるだけ多くの意見を求め、議会としてその意見がかたちと
なるよう復興のさらなる推進をはかっていきたい。

議会運営委員会委員　高　橋　政　悦

編 集 後 記

【会期：11月10日】第5回臨時会臨時議会
DIGEST

ダイジェスト
補正予算及び
スクールバス購入を可決

平成28年度�補正予算

７億8,900万円�増 総額99億6,906万円

◇道路・橋梁・河川災害復旧費
◇農地・農業用施設災害復旧費
◇農業用水施設災害復旧費
◇町営育成牧場災害復旧費
◇地域活性化生活応援商品券事業補助金
◇災害廃棄物収集委託料
◇農業者・商工業者見舞金
◇公共施設災害復旧費

3億80万円の増額
2億150万円の増額

1億8,000万円の増額
4,376万円の増額

786万円の増額
2,000万円の増額

195万円の増額
2,513万円の増額

一般会計
　（９・10回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

　10月31日、幕別町において、十勝町
村議会議員研修会が開催されました。公
益財団法人とかち財団理事長の長澤秀行
氏（前帯広畜産大学学長）から「産学官
連携によるモノづくり、ヒトづくり、コトづくり」と題した講演
があり、参加した議員は、講師の話に熱心に耳を傾けていました。

TOPICS
トピックス

十勝町村議会議員研修会

議会

　第５回臨時会では、一般会計の補正予算と物品の取得（スク
ールバス１台：契約金額20,910,590円）の審議を行い、原案
のとおり可決しました。また、災害復旧費７億2,300万円を追
加する一般会計補正予算の専決処分を承認しました。

　議会を傍聴しました（９月29日 議友会） 　★議会中継は清水町議会のホームページから見ることができます
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